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マイバッグ持参運動を推進します

●町内６店舗と連携　６月からレジ袋の　無料配布を中止

世界規模で行われている地球温暖化防止への取り組み。地球温暖化は、テーマが大きい
だけに、私たちの日々の生活の中で、問題として捉えにくいことかもしれません。しかし、
今のまま地球環境が悪化すれば、私たちの暮らしや、本町の自然環境にも大きな影響を及
ぼします。今を生きる私たちは、美しい環境を守り、後世へ伝える責務があります。そこ
で本町では、地球温暖化防止への具体的な取り組みとして、買い物の際の『マイバッグ持
参運動』を推進します。そして、町内の６店舗と連携し、レジ袋の無料配布を中止し、省
資源とごみの減量をめざします。

本
町
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
ゴ
ミ
の

減
量
化
を
進
め
る
た
め
に
、
町
内

の
６
店
舗
と
連
携
し
、
６
月
１
日

か
ら
、
買
い
物
を
す
る
際
に
マ
イ

バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
、
レ
ジ
袋
の

使
用
を
削
減
す
る
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
、
地
球
温
暖
化
や
生
態
系
破

壊
な
ど
、
環
境
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
中
で
「
私
た
ち
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
そ
う
」

と
い
う
意
識
が
高
ま
り
、
各
地
で

レ
ジ
袋
削
減
運
動
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

レ
ジ
袋
削
減
運
動
で
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
レ
ジ
袋
の
使
用
を

や
め
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
す
る

よ
う
に
な
れ
ば
、ゴ
ミ
の
減
量
化
、

資
源
の
節
約
な
ど
環
境
問
題
解
決

の
糸
口
に
な
り
ま
す
。

マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参
は
、
だ
れ

で
も
簡
単
に
で
き
る
環
境
に
配
慮

し
た
行
動
の
ひ
と
つ
で
す
。
一
人

ひ
と
り
の
力
は
小
さ
く
て
も
、
そ

れ
が
集
ま
れ
ば
、
大
き
な
力
に
な

り
、
大
き
な
効
果
を
生
み
ま
す
。

４月４日、役場庁舎で、関係者による協定式が行われました

協定式で、一人ひとりの自覚
ある行動の重要性を語る町地
球温暖化防止活動推進協議会
の山田敏雄会長（中上月）

一
人
ひ
と
り
の

　

取
り
組
み
が
不
可
欠

●お問い合わせ　住民課　☎８２ ０６６０
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小
林
義
昭
さ
ん
（
川
原
町
）
が
、

こ
の
ほ
ど
、
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
資
格
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

　

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
企
業
の
中

で
、
環
境
保
全
の
専
門
知
識
や
、

豊
富
な
経
験
を
生
か
し
、
環
境
問

題
に
助
言
を
行
う
人
材
で
、
環
境

省
の
行
う
厳
し
い
審
査
を
経
て
、

登
録
さ
れ
る
人
た
ち
で
す
。

　

小
林
さ
ん
は
、
地
球
温
暖
化
の

防
止
活
動
や
、
佐
用
高
校
で
環
境

教
育
を
進
め
る
な
ど
、
多
方
面
で

環
境
問
題
に
取
り
組
み
、
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
見
事
審
査
に
合

格
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
「
今
後
は
電
気
自

動
車
と
、
そ
の
充
電
に
必
要
な
コ

ン
セ
ン
ト
の
普
及
に
向
け
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
全
国
で
活
動
し

た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

今後の活躍が期待され
ます

雨
の
日
も
雪
の
日
も

道
路
の
美
化
活
動
を
13
年

　

藤
原
長
夫
さ
ん
（
秀
谷
）
は
、

13
年
間
、
本
町
の
道
路
の
美
化
活

動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
道
路
沿
い
に
空
き
缶
が
多
く
、

と
て
も
気
に
な
っ
た
」
こ
と
が

き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た
ご
み
拾
い

は
、
当
初
は
南
光
地
域
を
中
心
に

毎
日
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
お

住
ま
い
を
佐
用
地
域
に
移
さ
れ
た

現
在
は
、
自
宅
か
ら
佐
用
坂
を
経

由
し
、
JR
播
磨
徳
久
駅
ま
で
毎
週

土
曜
・
日
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
一
度
始
め
る
と
性
格
上
、
止

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
雨
の
日
も
、
雪

の
日
も
続
け
て
き
ま
し
た
」
と
藤

原
さ
ん
。
途
中
、
多
く
の
人
が
礼

を
言
っ
て
く
れ
る
の
が
、
原
動
力

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

藤
原
さ
ん
は
「
一
人
で
も
多
く

の
人
が
、
ご
み
の
不
法
投
棄
に
関

心
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

「ごみのポイ捨ては止
めてほしい」と語る藤
原さん

豊
富
な
経
験
と
知
識
で

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
取
得

　

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動
を
推
進

す
る
町
内
の
６
店
舗
は
次
の
と
お

り
で
す
。
こ
の
６
店
舗
で
は
、
６

月
１
日
か
ら
、
一
斉
に
レ
ジ
袋
の

無
料
配
布
を
取
り
や
め
、
有
料
化

し
ま
す
。（
た
だ
し
、
商
品
の
大

き
さ
、
形
な
ど
に
よ
っ
て
、
一
部

例
外
も
あ
り
ま
す
）。

①
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
佐
用
店

②
生
鮮
パ
ワ
ー
佐
用
店

③
プ
チ
マ
ル
シ
ェ
徳
久
店

④
業
務
ス
ー
パ
ー
佐
用
店

⑤
コ
メ
リ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
佐
用
店

⑥
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
ア
グ
ロ
佐
用
店

　

レ
ジ
袋
か
ら
、
マ
イ
バ
ッ
グ
に

切
り
替
え
る
と
、
次
の
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

■
ゴ
ミ
の
減
量

　

１
年
間
に
全
国
で
、
ゴ
ミ
に
な

る
レ
ジ
袋
は
、約
３
０
０
億
枚（
１

人
１
日
１
枚
）、
約
60
万
ト
ン
に

も
な
り
ま
す
。
マ
イ
バ
ッ
グ
を
み

ん
な
で
持
参
す
れ
ば
、
約
60
万
ト

ン
の
ご
み
が
削
減
さ
れ
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
、
ゴ

ミ
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
資
源
の
節
約

　

レ
ジ
袋
を
１
枚
作
る
た
め
に

は
、
原
油
約
20
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
が

必
要
で
す
。

　

１
年
間
に
全
国
で
、
約
60
万
キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
の
原
油
（
甲
子
園
球

場
１
．
３
杯
分
）
を
レ
ジ
袋
を
作

る
た
め
に
使
っ
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
日
本
の
原
油
輸
入
量

の
約
１
日
分
に
な
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参

率
を
、
平
成
22
年
度
ま
で
に
80
㌫

以
上
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
町
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
協
議
会
や
、
消
費
者
団

体
（
く
ら
し
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
）

の
皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
、
広

く
普
及
活
動
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
先
に
紹
介
し
た
６
店
舗

で
も
、
実
状
に
応
じ
、
普
及
活
動

が
図
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、、
住
民
の

皆
さ
ん
と
企
業
、
そ
し
て
行
政
の

３
者
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
で

す
。
私
た
ち
の
力
で
、
環
境
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

し
ょ
う
。

平
成
22
年
度
ま
で
に

　

  

マ
イ
バ
ッ
グ
率
80
㌫
以
上

マ
イ
バ
ッ
グ
を

　
　

持
つ
こ
と
の
効
果

６
月
１
日
か
ら

町
内
の
６
店
舗
で
推
進
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情
報
の
共
有
を　

交
流
の
広
が
り
を

イ
ベ
ン
ト
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

飾
っ
た
の
は
、
ス
タ
ー
ダ
ス
ト

キ
ッ
ズ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
創
作
ダ

ン
ス
「
小
さ
な
僕
ら
の
大
き
な

ハ
ー
ト
」。
ス
テ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い

を
使
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気

で
か
わ
い
い
ダ
ン
ス
が
披
露
さ

れ
、
来
場
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト

に
、
庵
逧
町
長
、
西
岡
町
議
会
議

長
、
姫
路
テ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
武

田
専
務
に
加
え
、
テ
レ
ビ
な
ど
で

お
な
じ
み
の
タ
レ
ン
ト
中
井
雅
之

さ
ん
を
お
迎
え
し
「
未
来
を
切
り

開
く
佐
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
と
題
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
議
論
の
前
に
①
佐
用
町
の
好

き
な
と
こ
ろ
、
②
佐
用
チ
ャ
ン
ネ

ル
に
望
む
こ
と
、
③
ど
ん
な
佐
用

町
に
な
る
と
い
い

な
ど
の
テ
ー

マ
で
取
材
さ
れ
た
町
内
の
男
女
多

世
代
の
意
見
が
映
像
で
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
パ
ネ
リ
ス
ト

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
本
町
の
良

さ
や
郷
土
を
愛
す
る
気
持
ち
、
ま

た
佐
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
生
か
し
た

本
町
の
将
来
像
な
ど
に
つ
い
て
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
行
わ
れ
た
の
は
、
本
町
ゆ

か
り
の
ス
ー
パ
ー
高
校
生
の
Ｋ
ｉ

Ｒ
ｉ
Ｋ
ｏ
さ
ん
に
よ
る
二
胡
ラ
イ

ブ
演
奏
。
二
胡
と
は
中
国
の
民
族

楽
器
の
こ
と
で
、
会
場
は
二
胡
か

ら
奏
で
ら
れ
る
美
し
い
音
色
に
包

ま
れ
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
は
、
し

ば
し
そ
の
音
色
に
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
姫
路
菓
子
博

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る
歌
と
ダ
ン

ス
シ
ョ
ー
と
、
姫
路
菓
子
博
グ
ッ

ズ
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

楽
し
い
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
に
子
ど

も
た
ち
は
大
喜
び
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
は
、
当
選
番
号
の
読
み
上
げ

の
た
び
に
、
会
場
は
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
も
よ

う
は
、
佐
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
２
週

間
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

●
佐
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
開
局
記
念
イ
ベ
ン
ト　

開
催

本
年
２
月
１
日
か
ら
、
試
験
放
送
が
実
施
さ
れ
て
い

た
「
佐
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
は
、
４
月
１
日
か
ら
本
格
放

送
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
３
月
29
日

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
、
多
く
の
人
た
ち
が
来
場
し
ま
し
た
。

（写真上）スターダストキッズの皆さんに
よる創作ダンスのもよう。愛らしいダンス
が披露されました

（写真左）パネルディスカッションのよう
す。ステージ後ろには、佐用チャンネルへ
期待することなど、多くの人たちの意見が
映像とともに紹介され、議論の題材となり
ました
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美しい二胡の音色を披露してくれ
たＫｉＲｉＫｏさん（本名：中西
桐子さん）。演奏終了後、たくさ
んの花束が贈られました。「佐用
町の好きなところは？」との司会
者からの問いかけに、「年に何回
か佐用町を訪れます。ここには、
都会にはないきれいな空気と、美
しい星空があり、好きです」と答
えてくれました。　

姫路菓子博のキャラバン隊の
皆さん（写真上）と抽選会の
ようす（写真下）

ケーブルテレビは、
本当に可能性のある広
報媒体です。一方通行
のコミュニケーション
ではなく、地域の情報
を吸い上げ、行政と住
民、また住民同士のコ
ミュニケーションを図
ることができます。こ
の意味は、とても大き
いと思います。
　私たちは、身近な情
報であるほど重く受け
止めます。
　たくさんあるチャン
ネルの中で、「佐用チャ
ンネル」を選んで見て
もらうためには、身近
な情報を流すことが大
切です。

映像の紹介の中で、
多くの子どもたちが、
本町のことを好きと
言ってくれました。安
心するし、本当にうれ
しく思いました。
　「佐用チャンネル」
は、町内のさまざまな
情報を発信することが
できます。それが本町
の足元を見つめ直す
きっかけになり、そこ
から地域課題を発見
し、町民の皆さんが、
議論したり、交流をし
たりする輪が広がって
いくことを期待してい
ます。そして、協働の
まちづくりの広がりに
つなげたいと思いま
す。

まずは、住民に愛さ
れるチャンネルであっ
てほしいと思います。
　そのためには、高齢
化率が３割を超える状
況の中で、福祉、健康
や保健に関する情報
を、町民の皆さんに提
供していくことも必要
であると思います。
　ケーブルテレビで
は、姫路市や宍粟市な
ど、光ファイバーでつ
ながる町外の地域へ、
本町の情報を発信する
ことが可能です。本町
の良いところを、どん
どんＰＲして、都市部
など他地域との交流が
深まっていくことを期
待しています。

佐用町は、幼少から
なじみのあるまちで、
今日も、町並みなどに、
とても懐かしさを感じ
ました。
　紹介された映像を見
ると、「佐用チャンネ
ル」に対し、地域の行
事や学校の出来事、観
光スポットなどの情報
が求められていること
を感じました。
　地域に根ざしたケー
ブルテレビの特性を生
かして、「ひと　まち
　自然がきらめく　共
生の郷　佐用」の魅力
を伝えていくため、さ
まざまな協力を行って
いきます。
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本
町
の
消
防
団
員
１
、１
４
０

人
（
内
、
新
入
団
員
53
人
）
と
、

町
消
防
本
部
34
人
が
参
加
し
、
平

成
20
年
度
の
出
初
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
規
律
の
と
れ
た
隊
列
行

進
で
始
ま
り
、
松
田
芳
夫
町
消
防

団
長
が
「
佐
用
町
の
消
防
団
は
ひ

と
つ
。
団
結
力
の
強
化
を
」
と
訓

示
を
行
い
ま
し
た
。

新
入
団
員
の
辞
令
交
付
で
は
、

新
入
団
員
を
代
表
し
て
南
光
第
２

機
動
分
団
の
大
西
晴
樹
（
下
徳
久

上
）
さ
ん
が
「
先
輩
の
教
え
を
良

く
守
り
、
積
極
果
敢
な
消
防
・
防

災
活
動
を
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
西
尾
弘
南
光
支
団
長

が
消
防
団
信
条
を
朗
読
。
参
加
し

た
皆
さ
ん
は
、消
防
団
員
と
し
て
、

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
各
表
彰
が
行
わ
れ
た

後
、
佐
用
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演

奏
が
披
露
さ
れ
、
式
典
に
花
を
添

え
ま
し
た
。
最
後
に
、
消
防
署
と

機
動
分
団
に
よ
る
一
斉
放
水
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、被
表
彰
者
の
皆
さ
ん
は
、

次
の
と
お
り
で
す
（
平
成
20
年
３

月
末
退
団
者
を
除
く
）。

　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

消
防
司
令　
　

山
本
敬
嗣

副
団
長　
　
　

梶
本　

正

分
団
長　
　
　

藤
輪
英
彦

副
分
団
長

安
東
哲
也

部
長

竹
内
秀
樹

消
防
司
令
補　
　

船
引
升
晴

団
長　
　

松
田
芳
夫

団
員

松
田

航

副
団
長

岡
野

晃

団
員　
　

岡
野
弦
太

部
長

船
曳
伸
幸

団
員

船
曳
洋
平

団
員　
　

殿
垣
内
隆
則

団
員　
　

殿
垣
内
脩
悟

団
員

衣
笠
秀
則

部
長　
　

衣
笠
達
彦

　

副
団
長　

岡
野　

晃

消
防
団
員
が  

決
意
を
新
た
に

平
成
20
年
度　

佐
用
町
消
防
出
初
式

４
月
６
日
、
南
光
ス
ポ
ー
ツ
公
園
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
平
成
20
年
度
町
消
防
出
初

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
消
防
団
と
町
消
防
本
部
が
合
同
で
開
催
し
た
も
の
で
、
参

加
し
た
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
防
火
・
防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
被
表
彰
者
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部
長　

竹
内
秀
樹

　

団
員　

山
下
通
利
、
寺
本
和
真

　

副
団
長　

坂
井　

亮

　

班
長　

大
山
周
司

　

団
員　

高
田
徹
志

　
副
団
長　

竹
田
好
作
、
福
山
真
龍

　

班
長　

小
林
一
清

　

団
員　

盛
本
和
喜
、
小
野
充
由

　
　
　
　

森
下
敏
昭

　

保
木
敏
弘　
　
　

稲
田
豊
秀

　

藤
元　

忠　
　
　

福
本
秀
之

　

関
山
勝
久　
　
　

尾
崎
基
彦

　

井
土
真
二　
　
　

高
見
俊
昭

　

西
田
喜
則　
　
　

濱
田
正
直

　

奥
本　

勝
  

　

田
渕
義
和　
　
　

福
井
孝
司　

　

反
橋
宗
利　
　
　

舟
引　

勝

　

浅
霧
和
彦　
　
　

岡
本
勝
也

　

岡
田
憲
明　
　
　

殿
垣
内
隆
則

　

清
水
義
信　
　
　

和
田
義
忠

　

船
引
錦
市

　

小
西　

玲　
　
　

竹
田
正
史　

　

熊
橋
正
憲　
　
　

小
深
田　

浩

　

坂
本
勝
夫　
　
　

長
井
成
行

　

西
坂
義
孝　
　
　

衣
笠
和
孝　

　

小
原　

明　
　
　

井
上
芳
己

　

船
曳
紀
宏　
　
　

船
曳
智
仁

　

井
村
文
夫　
　
　

田
村
和
宏

　

諏
訪
恭
彦　
　
　

諏
訪
彰
伸

　

津
志
信
彦　
　
　

笹
谷
一
博

　

春
名
秀
紀　
　
　

井
口
武
彦

　

中
西
邦
行　
　
　

矢
内
博
徳　

　

阿
山
勝
彦　
　
　

矢
内
康
之　

　

高
谷　

環　
　
　

森　

芳
博

　

平
田
英
樹　
　
　

瀬
戸
弘
幸

　

平
田
利
彦　
　
　

藤
木
昌
章

　

濱
田
一
志　
　
　

神
崎
晶
行

　

大
永
裕
也　
　
　

久
保
清
登

　

小
林
健
太　
　
　

蔭
山
慶
信

　

山
本　

正　
　
　

森
元
政
仁

　

稲
田
琢
視　
　
　

野
村
和
弘

　

道
上
隆
一　
　
　

大
内
裕
文

　

野
村
正
文　
　
　

島
津
博
之

　

片
山　

啓　
　
　

山
下
淳
一

　

西
坂　

修　
　
　

上
野
喜
己

　

間
嶋
智
和　
　
　

篠
原　

登

　

森
崎
祐
輔　
　
　

白
矢
博
之

　

山
根
洋
二　
　
　

大
江
眞
史

　

廣
岡
賢
治　
　
　

廣
利　

哲

　

岡
田
健
志　
　
　

鞍
田
好
信

　

上
田
昭
浩　
　
　

西
川　

聡

　

船
曳　

学　
　
　

松
井　

誠

　

押
田
晃
英　
　
　

加
古
原
瑞
樹

　

船
木
史
明　
　
　

植
田
康
弘

　

江
見
義
弘　
　
　

坂
本
勝
洋

　

山
下
浩
一　
　
　

山
本
茂
一

　

服
部
和
裕　
　
　

春
名
佑
次

　

井
上
智
之　
　
　

下
野
哲
宏　

　

中
井
通
仁　
　
　

三
枝
徹
也　

　

反
橋
孝
也　
　
　

諏
訪
紀
典

　

塚
本
拓
矢　
　
　

田
邊　

伸

　

岩
逧
満
弘　
　
　

春
名
重
樹

　

原
田
聖
一　
　
　

山
根
晴
之

　

友
本
隆
士　
　
　

久
保　

実

　

平
井
和
真　
　
　

平
井
直
人

　

梶
本
健
一　
　
　

尾
崎
正
行

　

岡
野
泰
之　
　
　

小
林
宏
行

　

小
河　

充　
　
　

木
村
孝
浩

　

岡
本
大
志　
　
　

尾
崎
真
太
郎

　

岡
本
正
人　
　
　

岡
本
丈
明

　

金
近
慶
晃　
　
　

藤
元
克
典

　

山
下
和
男　
　
　

租
開
正
明

　

野
村
桂
太　
　
　

古
淵
智
也

　

西
山
圭
多　
　
　

小
林
宏
明

　

梅
内
一
史　
　
　

森
崎
雄
介

　

小
竹
克
佳　
　
　

竹
野
幸
成

　

春
名
善
樹　
　
　

細
尾
大
樹

　

衣
笠
陽
祐　
　
　

小
林　

剛

　

寺
本
淳
一　
　
　

溝
端
和
則

　

敏
森
幹
雄　
　
　

勝
山　

護

　

竹
野
貴
三
久　
　

横
瀬　

理

　

井
上
智
人　
　
　

亀
井
卓
哉

　

松
尾　

拓　
　
　

各
務
彰
一

　

古
川　

学　
　
　

泉　

健
彦

　

江
見
秀
朗　
　
　

塚
崎
暁
則

　

西
川
典
男　
　
　

中
山
成
仁

                                        

力強く新入団員宣言をする
大西晴樹さん

息の合った演奏を披露しました（佐用中学校吹奏楽部）

緊迫した空気の中行われた式典のようす
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４
月
６
日
、
笹
ケ
丘
公
園
で
、
第
３
回
佐
用
町
桜
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
笹
ケ
丘
ド
ー
ム
で
は
、「
上

月
太
鼓
」
な
ど
の
郷
土
芸
能
や
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
も

ち
投
げ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
笹
ケ
丘
公
園

で
は
、
満
開
の
桜
の
も
と
、
特
産
物
な
ど
の
バ
ザ
ー
が

開
催
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
楽
し
い
春
の
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

佐用高校生もバザーに参加。テレビ取
材も受けました

「星嵐」のよさこい踊り。会場は盛り
上がりました

第３回

上月太鼓の力強い演奏

佐
用
町
桜
ま
つ
り

桜の下は、来場者の憩いの場。食事をした
り、会話を楽しんだりと、春の陽気を楽し
んでいました

　

４
月
13
日
、
今
年
も
ク
ラ
シ
ッ

ク
カ
ー
な
ど
約
80
台
が
本
町
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
神

戸
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
ク
ラ
ブ
が

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
神
戸
か

ら
岡
山
の
間
の
各
地
で
、
地
域
の

人
々
と
交
流
を
行
う
も
の
で
す
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
と

な
っ
た
本
町
で
は
、
商
工
会
青
年

部
を
は
じ
め
と
し
て
、
こ
の
イ
ベ

ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
歩
行
者
天
国
と

な
っ
た
佐
用
商
店
街
で
は
、
自
衛

隊
の
車
両
展
示
や
、
人
力
車
の
試

乗
、
バ
ザ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委
員
長
の

商
工
会
青
年
部
の
羽
室
義
孝
さ

ん
（
上
町
）
は
「
商
工
会
青
年
部

合
併
後
の
初
の
事
業
。
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
準
備
し
て
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

世界の名車が
やってきた

人
力
車
も
大
人
気

バ
ザ
ー
も
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

電
気
自
動
車
を
楽
し

む
子
ど
も
た
ち
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第 19回 宿場町ひらふくまつり
４月 20 日、智頭急行平福駅周辺で、宿場町ひらふくまつり実行委員会 ( 平福地域づくり協議会）主催の第 19

回宿場町ひらふくまつりが開催されました。恒例の大名行列は、公募にて参加者を募集、広島・姫路・神戸など
の広範囲から多くの応募があり、抽選の結果、総勢４１人の大名行列となりました。
そのほか、佐用中学校吹奏楽部、沖縄三線島唄の会「こころ」やあわくら太鼓の演奏、お楽しみ抽選会などが
行われ、来場者の皆さんは、春の平福を楽しんでいました。

●
観
光
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
開
催

　

本
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
Ｐ
Ｒ

と
、
今
後
の
観
光
振
興
の
参
考
と

す
る
た
め
、
こ
の
ほ
ど
、
町
観
光

協
会
主
催
の
「
佐
用
町
観
光
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ツ
ア
ー
は
、
佐
用
・
上
月
地

域
を
ま
わ
る
Ａ
コ
ー
ス
と
、南
光
・

三
日
月
地
域
を
ま
わ
る
Ｂ
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
阪
神
方
面

や
姫
路
、高
砂
な
ど
の
遠
方
か
ら
、

各
コ
ー
ス
51
人
、
48
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
、
本
町
な
ら
で
は
の
観
光
や
体

験
、
た
く
さ
ん
の
特
産
品
で
、
と

て
も
満
足
そ
う
に
し
て
い
ま
し

た
。

町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

　
　

 

参
加
者
に
ア
ピ
ー
ル

数々の観光スポットを訪れた
参加者の皆さん（平福六地蔵）

おいしい加工品や特産品のＰ
Ｒも行いました（ふれあいの
里上月）

各観光施設では、そば
打ちなどの体験も行わ
れました。参加者は、
慣れない手つきでした
が、とても楽しそうで
した（味わいの里三日
月）

江戸時代へタイムスリップ

たくさんの観衆の前を堂々と

お化粧も大変

お姫さまは、上郡町から参加の原田麻里
奈さん。大名行列終了後「皆さんに声を
かけていただき、とても楽しかったです」
と話してくれました

お殿さまは、姫路市から参加の富江
正泰さん。大名行列終了後「平福は
好きなまち。今日は一日楽しめまし
た」と語ってくれました

会場のみんなで踊った沖縄エイサー
（沖縄三線島唄の会「こころ」）

力強い演奏を披露した「あわくら
太鼓」の皆さん

着付け会場は大いそがし
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◆本人確認が必要な証明書と請求時必要なもの
本人確
認書類
（※１）

代理請求の場合
の委任状 備　　考

戸籍謄本、戸籍抄本
除籍謄本、改製原戸籍謄本 ○ ○ 同一戸籍又は配偶者、直系親族（※

２）のかたは委任状を省略できます。
住民票の写し
住民票記載事項証明書 ○ ○ 同一世帯員のかたは委任状を省略で

きます。
身分証明書 ○ ○ 本人以外は必ず委任状が必要です。
外国人登録原票記載事項
証明書 ○ ○ 同一世帯のかたのみ請求できます。

※１  窓口へお越しのかたの確認書類をご持参ください。
※２  直系親族とは子、孫、父、祖母など、親と子のみの続柄でつながる親族関係のことです。

◆本人確認に利用できる証明書
１つでよいもの
（公的機関の発行した写真
付きの身分証明書）

・運転免許証　・住基カード（写真あり）　・パスポート
・外国人登録証明書　・身体障害者手帳　・療育手帳
など

２つ必要なもの
・各種健康保険証　・住基カード（写真なし）
・印かん登録証　・年金手帳　・年金証書　・社員証
・本人宛の郵便物　など

有効期間内のものをご持参ください。
上記以外のものについては、係までお問い合わせください。

　

佐
用
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
不
燃
粗
大
ご
み
を
収
集
し

て
い
ま
す
。
収
集
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
広
報
４
月
号
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
（
佐
用
地
域
・
上
月
地
域
は
終
了

し
ま
し
た
）。

不
燃
粗
大
ご
み
の
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す

５
月
は
南
光
・
三
日
月
地
域
が
該
当
で
す

「
燃
え
る
ご
み
」
は
、
必
ず
指
定
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
市
販

の
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
段
ボ
ー
ル
箱
に
指
定
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
出
す
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。

　
「
燃
え
な
い
ご
み
」
や
「
新
聞
・
雑
誌
」
を
出
す
と
き
は
、指
定
シ
ー

ル
を
使
用
で
き
ま
す
が
、
規
定
（
各
辺
60
cm
以
下
、
10
Kg
以
下
）
に

収
ま
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
規
定
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

分
別
方
法
や
出
し
か
た
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
出
そ
う

町
指
定
の
ご
み
袋
で

集
積
所
へ
事
業
ご
み
は
出
せ
ま
せ
ん

　

店
舗
・
工
場
・
事
務
所
な
ど
の
事
業
所
（
個
人
経
営
を
含
む
）
か

ら
出
る
事
業
系
の
ご
み
は
、
量
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
廃
棄
物
処

理
法
、
町
条
例
に
よ
り
、
集
積
場
所
へ
出
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

集
積
場
所
は
「
家
庭
ご
み
」
し
か
出
せ
ま
せ
ん
の
で
、
事
業
系
の

一
般
廃
棄
物
は
、
収
集
運
搬
業
者
に
委
託
す
る
か
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
知
ら
せ

●
お
問
い
合
わ
せ
佐
用
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
82
・
０
２
９
３

窓口での 本人確認 にご協力を
●お問い合わせ　住民課　☎８２ ０６６０

５月１日から、戸籍や住民票などの証明書の不正取得や虚偽の届出事件の発生を未然に防止するため
に、戸籍法・住民基本台帳法が改正され、窓口での本人確認が義務化されることになりました。
　これに伴い、役場住民課、各支所総合窓口課、三河出張所では、戸籍謄本や住民票の写しなどの各種
証明書を取得される際に、「本人確認」を行っています。
　皆さんにはお手数をおかけいたしますが、窓口にお越しの際には、本人確認に利用できる証明書をご
持参いただき、「本人確認」にご協力いただきますようお願いします。
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４
月
６
日
、
こ
こ
ろ
豊
か
な
福

づ
く
り
の
里
委
員
会
主
催
の
菜
の

花
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
増
え
つ
つ

あ
る
耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
、
美

し
い
む
ら
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
に
、
初
め
て
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。植

え
ら
れ
た
面
積
は
約
50
ア
ー

ル
。
菜
の
花
畑
で
は
、
親
子
で
遊

ぶ
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
光
景
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

菜
の
花
畑
周
辺
で
は
、
コ
ン

サ
ー
ト
や
、
し
い
た
け
の
植
菌
体

験
の
ほ
か
、
豚
汁
や
お
も
ち
な
ど

の
バ
ザ
ー
、
ま
た
地
元
の
か
た
が

整
備
し
た
庭
園
も
開
放
さ
れ
る
な

ど
、
集
落
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の

人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
、
ふ
れ
あ
い

と
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
の
岡
野
俊
昭
委
員
長

は
「
こ
の
地
の
風
景
は
、
本
当
に

美
し
い
。も
っ
と
い
ろ
ん
な
人
に
、

こ
の
地
を
訪
れ
て
も
ら
い
、
良
さ

を
知
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
交
流

の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
。
来
年

以
降
も
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

豊
福
集
落
が
初
め
て
の
試
み

多
く
の
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
菜

の
花
。
菜
の
花
は
、
今
後
食
用
油

な
ど
に
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す

菜
の
花
コ
ン
サ
ー
ト
。
美
し
い
メ

ロ
デ
ィ
ー
が
会
場
を
包
み
ま
し
た

バ
ザ
ー
の
よ
う
す
。
や
り
と
り
の

中
で
、
世
代
間
の
交
流
も
深
ま
り

ま
し
た

兵
庫
県
で
公
立
中
学
校
の
２

年
生
を
対
象
と
し
た
「
ト
ラ
イ

や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
が
実
施
さ

れ
、
今
年
で
11
年
目
を
迎
え
ま

す
。
今
年
も
町
内
の
中
学
２
年

生
が
、
学
校
生
活
を
離
れ
、
地

域
の
皆
さ
ん
や
保
護
者
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
普
段
学
校
で
は

で
き
な
い
こ
と
や
、
や
っ
て
み

た
い
こ
と
を
１
週
間
か
け
て
体

験
し
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
、
こ
の
体
験
活

動
を
通
し
て
、
地
域
社
会
の
一

員
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
、
地

域
で
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
新
し

い
発
見
や
喜
び
を
体
験
し
ま
す
。

こ
の
体
験
を
通
し
て
、
自
ら

の
生
き
か
た
を
見
い
出
し
、
進

路
を
主
体
的
に
選
択
す
る
き
っ

か
け
に
つ
な
が
り
ま
す
。

１
週
間
生
徒
を
受
け
入
れ
る

事
業
所
の
皆
さ
ん
に
は
、
通
常

の
業
務
以
外
で
お
手
間
を
取
ら

せ
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
は
、

生
徒
た
ち
を
温
か
い
目
で
見

守
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

６
月
２
日
（
月
）
〜
６
日
（
金
）
は

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

地
域
で
学
び
、
考
え
る
１
週
間

昨年のトライやるのようす昨年 うす

●
お
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会　

☎
82
・
２
４
２
４４４

各
中
学
校

菜
の
花
で　

美
し
い
む
ら
づ
く
り
を

開
放
さ
れ
た
庭
園
で
、
ひ
と
や
す

み
す
る
皆
さ
ん
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味
わ
い
の
里
三
日
月
で
は
、

今
年
も
「
ル
ピ
ナ
ス
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ

味
わ
い
の
里
三
日
月
ル
ピ
ナ

ス
園
（
花
以
外
に
人
や
物
を
含

め
て
も
可
）

■
写
真
サ
イ
ズ

四
ツ
切
り（
ワ
イ
ド
四
ツ
切
り
可
）

■
応
募
点
数

未
発
表
の
も
の
で
ひ
と
り
２
点
ま
で

■
賞最

優
秀
賞

１
点

　
（
賞
状
・
賞
金
２
万
円
）

優
秀
賞　
　

２
点

（
賞
状
・
賞
金
１
万
円
）

入
選

３
点

　
（
賞
状
・
副
賞
３
千
円
相
当
）

■
募
集
期
間

６
月
30
日
（
月
）
ま
で

■
審
査

主
催
者
で
厳
正
な
る
審
査

■
発
表

審
査
終
了
後
に
本
人
に
通
知

し
、
味
わ
い
の
里
三
日
月
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
ま
す
。

■
表
彰

７
月
上
旬
予
定

■
そ
の
他

・
入
選
作
品
・
応
募
作
品
は
味
わ

い
の
里
三
日
月
に
展
示
し
ま
す
。

・
入
選
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に

帰
属
し
ま
す
。

・
入
賞
者
に
は
ネ
ガ
・
ポ
ジ
フ
ィ

ル
ム
・
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
提

出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
参
考

５
月
中
旬
か
ら
６
月
上
旬
が

開
花
の
最
盛
期
で
す
が
、
天
候

に
よ
り
ず
れ
が
生
じ
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

桃
は
、
木
の
上
で
完
熟
し
て
こ

そ
本
来
の
味
を
発
揮
す
る
く
だ
も

の
で
す
。
し
か
し
、
完
熟
し
た
桃

は
、
大
変
傷
み
や
す
く
消
費
者
に

本
物
の
味
を
お
届
け
し
に
く
い
の

が
現
実
で
す
。

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
完
熟
の
桃

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ

き
、
直
接
桃
園
の
中
で
完
熟
桃
を

収
穫
し
、
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
こ

う
と
企
画
し
た
の
が
「
完
熟
も
も

の
オ
ー
ナ
ー
」
で
す
。

■
募
集
期
間

６
月
６
日
（
金
）
ま
で

■
募
集
本
数

１
２
０
本

（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
各
コ
ー
ス
40
本
ず
つ
）

■
契
約
価
格

　

Ａ
コ
ー
ス
（
80
果
）

１
６
、０
０
０
円

　

Ｂ
コ
ー
ス
（
60
果
）

　
　
　
　
　
　

１
２
、０
０
０
円

Ｃ
コ
ー
ス
（
40
果
）

８
、０
０
０
円

■
応
募
の
条
件

完
熟
桃
の
た
め
大
変
傷
み
や
す

い
の
で
、
指
定
の
期
日
に
現
地
で

収
穫
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
（
宅

配
便
な
ど
に
よ
る
販
売
は
い
た
し

ま
せ
ん
）。

■
抽
選

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

に
よ
り
６
月
末
ま
で
に
結
果
を
連

絡
し
ま
す
。

■
収
穫
の
時
期

　

紅
清
水　
　

７
月
下
旬

　

ま
さ
ひ
め　

８
月
上
旬

　
（
収
穫
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た

ら
収
穫
可
能
日
を
直
接
お
知
ら
せ

し
ま
す
）

■
応
募
方
法

は
が
き
、
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
希
望
コ
ー
ス
を
ご
記
入

の
う
え
、
次
の
あ
て
先
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
本
ま
る
ご
と　

完
熟
も
も
の
オ
ー
ナ
ー
募
集

本
物
の
味
を　

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

〒
６
７
９-
５
３
８
０

佐
用
町
佐
用
２
６
１
１-

１

佐
用
町
役
場
農
林
振
興
課

「
完
熟
も
も
オ
ー
ナ
ー
募
集
」
係

　

農
林
振
興
課

☎
82
・
０
６
６
７

FAX
82
・
０
０
１
７

   ルピナスの写真を募集
第３回ルピナス写真コンテスト

●お問い合わせ         味わいの里三日月
　　　　　              ☎７９－２５２１
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☆
パ
ソ
コ
ン
入
門
コ
ー
ス

　

初
め
て
の
人
を
対
象
に
電
源
の

入
れ
か
た
か
ら
講
習
し
ま
す
。

■
開
催
日　

６
月
11
日
（
水
）、

　

13
日
（
金
）、
18
日
（
水
）

■
時
間　

午
後
７
時
30
分

                       

〜
９
時
30
分
ま
で

■
場
所　

上
月
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
室

■
受
講
料　

１
、５
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
申
込
期
限　

５
月
30
日
（
金
）

☆
パ
ソ
コ
ン
初
級
コ
ー
ス

　

マ
ウ
ス
操
作
や
文
字
入
力
の
で

き
る
初
級
者
を
対
象
に
簡
単
な
文

章
入
力
な
ど
を
講
習
し
ま
す
。

■
開
催
日　

６
月
23
日
（
月
）、

　

25
日
（
水
）、
27
日
（
金
）

■
時
間　

午
後
７
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
９
時
30
分

■
場
所　

上
月
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
室

■
受
講
料　

１
、５
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
申
込
み
期
限　

６
月
６
日（
金
）

「
パ
ソ
コ
ン
入
門
コ
ー
ス
・
初
級
コ
ー
ス
」
受
講
生
募
集

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　
　

上
月
支
所
地
域
振
興
課　

☎
86
・
１
２
１
０

パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぼ
う

　

上
月
支
所
地
域
振
興
課
で
は

「
パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぼ
う
」の
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

■
４
月
13
日
（
日
）

■
利
神
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
決
勝
リ
ー
グ
】

優　

勝　

久
崎
ヤ
ン
チ
ャ
ー
ズ

準
優
勝　

佐
用
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
Ａ

第
３
位　

利
神
ド
ジ
ャ
ー
ス

【
２
位
リ
ー
グ
】

優　

勝　

佐
用
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
Ｂ

準
優
勝　

三
日
月
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

第
３
位　

幕
山
ア
ス
ト
ロ
ズ

【
３
位
リ
ー
グ
】

優　

勝　

上
月
イ
ー
グ
ル
ス

準
優
勝　

徳
久
レ
ッ
ド
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

第
３
位　

中
安
ア
ト
ム
ズ

■
４
月
20
日
（
日
）

■
上
月
体
育
館

優　

勝　

久
崎
Ｊ
Ｖ
Ｃ

準
優
勝　

徳
久
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー

　

ル
ク
ラ
ブ

第
３
位　

三
河
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー

　

ル
ク
ラ
ブ

■
４
月
20
日
（
日
）

■
若
あ
ゆ
グ
ラ
ウ
ン
ド

優　

勝　

春
名
住
産　

準
優
勝　

ラ
ン
サ
ー
ズ

最
高
殊
勲
選
手
賞　

　

井
上
智
之
さ
ん
（
春
名
住
産
）

敢
闘
賞　

　

谷
口
拓
哉
さ
ん（
ラ
ン
サ
ー
ズ
）

■
４
月
15
日
（
火
）

■
上
月
グ
ラ
ウ
ン
ド

優　

勝　

佐
用
姫
（
佐
用
）

準
優
勝　

家
内
（
上
月
）

第
３
位　

ポ
パ
イ
（
上
月
）

　

町
内
各
地
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

タ
ケ
ス
ポ
杯
佐
用
郡
小
学
生

　
　
　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

町
軟
式
野
球
協
会
春
季
大
会

第
１
回
町
親
善

　
　
　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
、
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
な
が
ら
、
交
流
を
深

め
ま
せ
ん
か
？

　

町
民
ゴ
ル
フ
大
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

　

得
意
、不
得
意
に
か
か
わ
ら
ず
、

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
と
き　

６
月
18
日
（
水
）

■
と
こ
ろ　

　

上
月
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

■
プ
レ
ー
費　

１
０
、０
０
０
円

　
（
参
加
費
込
み
）

■
申
し
込
み
期
限　

５
月
31
日
（
土
）

　

※
先
着
２
０
０
人
で
締
め
切
り

町
民
ゴ
ル
フ
大
会　

参
加
者
募
集

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

上
月
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部　

☎
86
・
１
１
０
０

町
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　

新
人
大
会
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た
ば
こ
依
存
性

少
し
本
数
を
減
ら
そ
う
か
、

い
っ
そ
の
こ
と
や
め
て
し
ま
お
う

か
。
そ
う
思
っ
て
い
て
も
、
つ
い

つ
い
手
に
し
て
し
ま
う
の
が
「
た

ば
こ
」
で
す
。
こ
れ
は
、
た
ば
こ

に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
と
い
う
薬

物
が
、
麻
薬
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど

と
同
じ
「
依
存
性
薬
物
」
だ
か

ら
で
す
。
厚
生
労
働
省
の
調
査

で
は
、
喫
煙
者
の
約
５
割
近
い
、

１
、８
０
０
万
人
も
の
人
が
「
た

ば
こ
依
存
症
」
で
あ
る
と
発
表
。

し
か
も
早
い
時
期
に
た
ば
こ
を
吸

い
始
め
た
人
ほ
ど
依
存
症
に
な
り

や
す
い
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
本
町
が
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、禁
煙
し
た
い
、

本
数
を
減
ら
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
は
、
喫
煙
者
の
68
．
４
㌫
あ

り
ま
し
た
。｢

わ
か
っ
て
は
い
る

け
れ
ど
、や
め
ら
れ
な
い｣

の
は
、

ニ
コ
チ
ン
中
毒
や
精
神
依
存
が
深

く
か
か
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

(

図
１)

ま
た
、
喫
煙
者
の
74
．
９
㌫
が

室
内
で
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
ま

す
。
た
ば
こ
の
煙
の
成
分
に
は
、

発
が
ん
物
質
を
50
倍
近
く
も
含
む

も
の
も
あ
り
、
家
族
や
周
囲
の
人

の
健
康
も
脅
か
し
て
い
る
こ
と
を

認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

主
流
煙
と
副
流
煙

た
ば
こ
の
煙
は
、
喫
煙
時
に
、

た
ば
こ
自
体
や
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通

過
し
て
口
腔
内
に
達
す
る
「
主
流

煙
」
と
、
た
ば
こ
の
点
火
部
か
ら

立
ち
昇
る
「
副
流
煙
」
に
分
け
ら

れ
ま
す
。主
流
煙
は
酸
性
で
す
が
、

副
流
煙
は
ア
ル
カ
リ
性
で
、
目
や

鼻
の
粘
膜
を
刺
激
し
ま
す
。
ま

た
、
副
流
煙
は
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通

し
て
い
な
い
た
め
、
含
ま
れ
る
有

害
物
質
は
主
流
煙
よ
り
も
は
る
か

に
多
く
な
り
、
周
囲
の
人
へ
の
健

康
も
脅
か
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。(

表
１)

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
公
共

施
設
で
の
分
煙
、
禁
煙
に
対
す
る

意
見
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、

吸
っ
て
い
な
い
人
の
76
．
７
㌫
が

積
極
的
に
進
め
て
欲
し
い
と
答
え

て
い
る
の
に
対
し
て
、
現
在
吸
っ

て
い
る
人
で
は
30
．
０
㌫
に
留

ま
っ
て
お
り
両
者
の
溝
は
大
き
く

開
い
て
い
ま
す
。

思
い
立
っ
た
ら
即
、
禁
煙

た
ば
こ
が
原
因
と
さ
れ
る
死
亡

数
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
た
ば

こ
関
連
疾
患
の
多
く
は
、
喫
煙
を

開
始
し
て
か
ら
20
〜
30
年
か
か
っ

て
発
症
し
、
死
に
至
る
の
で
、
現

在
の
死
亡
の
状
況
は
過
去
の
喫
煙

の
影
響
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ど
ん
な
に
長
く
た
ば

こ
を
吸
っ
て
い
て
も
、
禁
煙
す
れ

ば
肺
が
ん
の
危
険
性
は
ぐ
っ
と
減

る
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
禁
煙
を
。

そ
し
て
、
吸
う
人
も
吸
わ
な
い

人
も
、
た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て
多

く
の
知
識
を
持
ち
、
考
え
て
行
動

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
人
は
禁

煙
を
強
く
決
意
し
た
ら
、
家
族
や

職
場
な
ど
周
囲
の
人
に
〝
禁
煙
宣

言
〞
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

禁
煙
は
、
失
敗
に
め
げ
ず
に
何

度
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
意
気

で
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

５
月
31
日
は
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
で
す

Ｗ
Ｈ
Ｏ(

世
界
保
健
機
構)

で
は
、「
た
ば
こ
の
煙
の
な
い
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
喫
煙

者
に
、
24
時
間
喫
煙
を
控
え
、
喫
煙
と
健
康
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

表１　紙巻たばこ１本あたり発生量
●有害物質　　　 主流煙（単位：㎎）副流煙（単位：㎎）
　　ニコチン 0.46 1.27　
　　タール 10.2 34.5　
　　一酸化炭素 31.4 148　
　　アンモニア 0.16 7.4　
●発がん物質　　 主流煙（単位：mgg）副流煙（単位：mgg）
　　ベンゾピレン 20 ～ 40 68 ～ 136　
　　ジメチルニトロソアミン 5.7 ～ 43 680 ～ 136　
　　N- ニトロソノルニコチン 100 ～ 550 500 ～ 2750　
　　２- ナフチルアミン 1.7 67　

●
お
問
い
合
わ
せ

健
康
課

☎
87
・
８
０
２
０
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高
齢
者
や
障
が
い
が
あ
る
か
た

が
、
人
と
接
す
る
こ
と
が
お
っ
く

う
に
な
り
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
に

な
る
ケ
ー
ス
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

閉
じ
こ
も
り
に
な
る
と
、
心
身
と

も
に
少
し
ず
つ
衰
弱
し
、
さ
ら
に

閉
じ
こ
も
る
悪
循
環
が
繰
り
返
さ

れ
ま
す
。

そ
こ
で
町
で
は
、
地
域
の
高
齢

者
や
障
が
い
の
あ
る
か
た
が
、
家

に
閉
じ
こ
も
り
に
な
ら
な
い
た

め
、
身
近
な
地
域
で
、
地
域
の
人

た
ち
と
交
流
が
で
き
る
『
ミ
ニ
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
』を
推
進
し
、

自
治
会
単
位
で
の
実
施
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

【
奨
励
金
支
給
の
対
象
】

自
治
会
単
位(

複
数
自
治
会
合

同
も
可)

で
、
毎
月
１
回
以
上
の

喫
茶
（
１
０
０
円
程
度
の
実
費
徴

収
が
必
要
）
を
開
店
し
、
高
齢
者

や
、
障
が
い
が
あ
る
か
た
の
参
加

を
中
心
に
、
地
域
住
民
が
だ
れ
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
る
サ
ロ
ン

（
場
）
を
提
供
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
が
支
給
対
象
と
な
り

ま
す
。

自
治
会
行
事
や
年
中
行
事
、
ま

た
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
な
ど
サ
ー
ク
ル
活
動

や
、
体
育
行
事
な
ど
は
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

【
奨
励
金
の
額
】

奨
励
金
の
額
は
、
戸
数
が
少
な

く
、
し
か
も
高
齢
化
率
が
高
い
自

治
会
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
立

ち
上
げ
が
困
難
で
あ
る
こ
と
の
配

慮
か
ら
、「
戸
数
」「
高
齢
化
率
加

算
」
さ
ら
に
「
初
回
加
算
」
な
ど

を
合
算
し
て
、
お
お
む
ね
２
万
円

〜
４
万
５
、０
０
０
円
の
範
囲
と

し
て
い
ま
す
。

【
ほ
か
の
補
助
事
業
と
の
関
係
】

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
実
施
し
て

い
る
『
い
き
い
き
・
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
助
成
金
』
と
は
、
助
成
の
目

的
や
内
容
に
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
が
、
実
施
さ
れ
た
内
容
が

目
的
に
合
う
場
合
は
、
重
複
し
て

助
成
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
申
請
窓
口
】

申
請
窓
口
を
、
社
会
福
祉
協
議
会

へ
委
託
し
て
い
ま
す
。
申
請
は
社
会

福
祉
協
議
会
へ
お
願
い
し
ま
す
。

●自治会単位でのふれあい喫茶　
　運営ボランティアに奨励金

地域のボランティア
喫茶を応援します
●申請窓口　社会福祉協議会
　　　　　　　☎７８ １２１２
●お問い合わせ　健康課
　　　　　　　☎８７ ８０２０

　

お
い
し
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
は
健
康
の
基
本
で
す
。

「
健
康
に
つ
い
て
共
に
育
と
う
」

を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
食
事
な

ど
に
つ
い
て
、
５
月
か
ら
来
年
２

月
ま
で
、
毎
月
１
回
「
食
を
育
む

健
康
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

■
対
象
者

町
内
在
住
者

■
と
き　

毎
月
第
４
木
曜
日

(

５
月
の
み
２
回
開
催)

■
会
場

上
月
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
や
ま
び
こ
）

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

健
康
課

☎
87
・
８
０
２
０

「
食
を
育
む
健
康
教
室
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

■
５
月
８
日
（
木)

・
午
後
２
時
〜
３
時

　

・
南
光
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

(

セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り)

■
５
月
15
日
（
木)

・
午
後
２
時
〜
３
時

　

・
佐
用
地
域
事
務
所

(

佐
用
町
保
健
セ
ン
タ
ー)

■
５
月
29
日
（
木)

・
午
後
２
時
〜
３
時

　

・
上
月
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

(

や
ま
び
こ)

【
注
意
事
項

①
ポ
リ
オ
予
診
票(

白
色)

、
母

子
健
康
手
帳
を
持
参
し
、
都
合
の

良
い
会
場
へ
時
間
厳
守
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

②
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
、
２
回
投

与
を
受
け
ま
す
が
、
今
年
度
以
降

の
日
程
に
つ
い
て
は
、
広
報
や
防

災
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
年

度
ご
と
の
通
知
は
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

健
康
課

☎
87
・
８
０
２
０
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【
学
習
障
が
い
】
聞
く
、
話
す
、

読
む
、
書
く
、
計
算
す
る
、
推

論
す
る
、
の
う
ち
特
定
の
も
の

の
修
得
と
使
用
に
著
し
い
困
難

を
示
す
。

【
注
意
欠
陥
・
多
動
性
障
が
い
】

年
齢
や
発
達
に
不
釣
り
合
い
な

注
意
力
、
衝
動
性
、
多
動
性
を

特
徴
と
す
る
行
動
障
が
い
で
、

社
会
的
な
活
動
や
学
業
の
機
能

に
支
障
を
き
た
す
も
の
。

【
高
機
能
自
閉
症
等
】
３
歳
ぐ

ら
い
ま
で
に
症
状
が
現
れ
、「
他

人
と
の
関
係
形
成
が
困
難
」「
言

葉
の
発
達
の
遅
れ
」「
特
定
の

も
の
に
こ
だ
わ
る
」
な
ど
を
特

徴
と
す
る
自
閉
症
（
行
動
障
が

い
）
の
う
ち
、
知
的
発
達
の
遅

れ
を
伴
わ
な
い
も
の
。

思
い
あ
た
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

①
文
字
は
読
め
て
も
行
を
飛
ば

し
て
し
ま
う
。
ま
た
、
文
字
を

勝
手
に
読
み
替
え
る
。

②
身
の
周
り
が
片
付
け
ら
れ
な

い
、
準
備
が
苦
手
。

③
ル
ー
ル
を
守
れ
な
い
。

④
自
分
の
世
界
に
入
り
込
む
。

⑤
冗
談
が
分
か
ら
な
い
。

⑥
高
い
音
や
大
き
い
音
楽
に
耳

を
ふ
さ
ぐ
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
頻
繁
に

目
に
す
る
な
ら
、
発
達
障
が
い

の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
専
門
の

機
関
に
相
談
し
、
正
し
い
対
処

を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

発
達
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も

た
ち
の
特
性
を
、
ど
こ
ま
で
を

「
個
性
」
と
認
め
、
ど
こ
か
ら

を
「
障
が
い
の
特
性
」
と
捉
え

る
か
。
子
ど
も
た
ち
の
特
性
を

正
し
く
理
解
し
、
支
援
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

身
近
に
い
る
私
た
ち
が
、
色

眼
鏡
（
偏
見
）
で
見
る
こ
と
な

く
、「
個
性
を
持
っ
た
人
間
」

と
し
て
、
温
か
く
接
す
る
こ
と

が
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
を
「
自

信
と
誇
り
の
あ
る
大
人
」
へ
と

成
長
さ
せ
ま
す
。

（
資
料
・
西
同
教
社
会
啓
発
学

習
資
料
ほ
か
）

発
達
障
が
い

●
お
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

☎
82
・
３
３
３
６

相
談
機
関

ひ
ょ
う
ご
学
習
障
が
い
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
７
８
・
２
２
２
・
３
６
０
４

祝 100 歳 おめでとうございますいつまでも  お元気で
廣瀬マサヱさん（島脇）、中石いそのさん（目高）、平田ノブヱさん（川原町）、石堂志ずさん（下
徳久上）、上阪維子さん（下町）が１００歳を迎えられました。
廣瀬さんと中石さんは２月に、平田さんは３月、石堂さん、上阪さんは４月で１００歳に

なられた明治４１年生まれ。お祝いに駆けつけた訪問者や家族から温かい祝福を受け、また
町からは長寿祝金と記念品、花束が贈呈されました。なお、町内で４月末現在、１００歳以
上のかたは、２１人になりました。

中石　いそのさん 平田　ノブヱさん

石
堂　

志
ず
さ
ん

上
阪

維
子
さ
ん
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滝
に
は
不
思
議
な
魅
力
が
あ

り
ま
す
。
滝
を
落
下
す
る
水
は

周
囲
に
湿
度
を
与
え
、
夏
で
も

涼
し
く
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
マ

イ
ナ
ス
イ
オ
ン
の
効
果
で
気
分

を
落
ち
着
か
せ
る
働
き
も
あ
る

と
か
。
滝
の
景
観
と
と
も
に
不

思
議
な
滝
効
果
で
滝
を
訪
れ
る

人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
ご
紹
介
す
る
飛
龍
の
滝

（
櫛
田
字
滝
谷
）
は
、
町
内
で
最

も
大
き
な
滝
で
、
落
差
４
㍍
ほ

ど
の
小
滝
が
２
段
、
そ
の
奥
に

落
差
約
16
㍍
の
大
滝
が
あ
り
ま

す
。
水
量
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
大
滝
の
岩
肌
を
伝
い
落
ち

る
よ
う
に
流
れ
る
様
が
特
徴
的

で
す
。

そ
し
て
、
滝
周
辺
の
植
林
地

の
間
に
見
ら
れ
る
ア
ラ
カ
シ
を

主
と
し
た
岩
上
植
生
が
注
目
さ

れ
、
ほ
か
に
ノ
グ
ル
ミ
、
ヤ
マ

グ
ル
マ
、カ
ゴ
ノ
キ
、ア
カ
シ
デ
、

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
分
布
上
珍
し
い
植
物
に
オ

チ
フ
ジ
、
イ
ワ
ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ

ギ
、
オ
オ
ズ
ミ
、
キ
ビ
ノ
ク
ロ

ウ
メ
モ
ド
キ
、
チ
ト
セ
カ
ズ
ラ
、

ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
滝
と
と
も
に
美

し
い
自
然
景
観
を
な
し
て
お
り
、

昭
和
62
年
３
月
24
日
、
滝
を
中

心
に
２
、０
０
４
平
方
㍍
の
範
囲

が
県
指
定
の
名
勝
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
こ
の
滝
は
天
門
山
飛

龍
の
滝
と
呼
ば
れ
る
山
号
の
つ

い
た
信
仰
の
場
で
も
あ
り
、
不

動
明
王
の
ほ
か
竜
神
な
ど
も
ま

つ
ら
れ
、
か
つ
て
は
雨
乞
い
に

訪
れ
る
人
々
も
多
く
あ
っ
た
と

い
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
滝
の
も

つ
不
思
議
な
力
の
せ
い
で
し
ょ

う
か
。

　

な
お
、
滝
周
辺
の
植
物
な
ど

の
採
集
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
滝
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

新
「
佐
用
町
商
工
会
」
が
発
足
し
ま
し
た

４
月
１
日　

新
た
に
ス
タ
ー
トこ

れ
ま
で
旧
町
ご
と
に
あ
っ
た

商
工
会
が
、
４
月
１
日
、
合
併
し
、

新
た
に
「
佐
用
町
商
工
会
」
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、町
が
合
併
し
、新
「
佐

用
町
」
と
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
組

織
を
統
合
し
、
運
営
の
安
定
化
と

効
率
化
を
推
進
す
る
た
め
に
行
わ

れ
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
、
幾
度

と
な
く
協
議
や
調
整
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

商
工
会
事
務
所
は
旧
佐
用
町
商

工
会
を
本
所
、
従
前
の
上
月
、
南

光
、
三
日
月
の
各
事
務
所
は
、
支

所
と
し
て
機
能
し
ま
す
。

新
会
長
の
井
口
進
さ
ん（
久
崎
）

は
「
プ
ラ
ス
思
考
で
新
し
い
組
織

づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。
会
員
は

も
と
よ
り
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
、
今
後
の
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

合併調印式のようす

有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

町
で
は
、
７
月
14
日
ま
で
、
シ

カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
林
作
物

へ
の
被
害
対
策
と
し
て
、「
有
害

鳥
獣
捕
獲
許
可
」
に
よ
っ
て
、
銃

器
に
よ
る
捕
獲
活
動
を
、
佐
用
郡

猟
友
会
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

山
菜
取
り
な
ど
、
行
楽
シ
ー
ズ

ン
と
重
な
り
、
山
に
入
る
機
会
も

多
く
な
り
ま
す
の
で
、、
事
故
防

止
の
た
め
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
捕
獲
活
動
の
期
間
中
は
、
森
林

へ
の
立
ち
入
り
は
控
え
、
入
る
と

き
は
、
事
故
が
無
い
よ
う
十
分
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
よ
く
目
立
つ
服
装
の
着
用
や
、

ラ
ジ
オ
で
大
き
な
音
を
出
す
な

ど
、
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
動

車
を
山
の
入
り
口
付
近
に
駐
車
す

る
な
ど
し
て
、
山
に
入
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

山
へ
の
立
ち
入
り
の
際  
ご
注
意
を

●
お
問
い
合
わ
せ　

農
林
振
興
課　

☎
82
・
０
６
６
７

シ
リ
ー
ズ　

　
⑪

●
お
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
・
☎

　
　
　
　
　
　
　
82　
・
２
４
２
４
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
爆
笑
オ
ン
ス
テ
ー
ジ  

in  

さ
よ
う

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
キ
ャ
ラ
バ
ン●

お
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
・
姫
路
支
局

☎
０
７
９
・
２
２
５
・
１
９
０
１

姫
路
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ　
　
　
　
　

☎
０
７
９
・
２
８
４
・
５
５
１
１

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
・
姫
路
支
局
、
姫
路
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
町
の
共
催
で
、

お
笑
い
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
ス
テ
ー
ジ
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
爆
笑
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
in
さ
よ
う
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
催
し
は
、
公
開
番
組
収
録
で
、
５
組
の
お
笑
い
タ
レ

ン
ト
に
よ
る
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
ま
す
。

観
覧
ご
希
望
の
か
た
は
、
次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
22
日
（
日
）

開
場
／
午
後
３
時

開
演
／
午
後
３
時
30
分

　
　

終
演
予
定
／
午
後
５
時

■
会
場

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン

　

タ
ー
お
り
ひ
め
文
化
ホ
ー
ル

■
出
演

　

海
原
は
る
か
・
か
な
た

　

芋
洗
坂
係
長

オ
ー
ケ
イ

ダ
ブ
ル
タ
ッ
チ

　

ザ
・
マ
ジ
ッ
ク
・
サ
ス
ケ

■
申
し
込
み
方
法

　
「
往
復
郵
便
は
が
き
」
の
往
信

用
裏
面
に
、
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
電
話
番
号
を
、

返
信
用
お
も
て
面
に
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
応
募
多
数
の
場
合
、
抽
選
で

１
枚
２
人
ま
で
入
場
可
能
な
入
場

整
理
券
が
送
ら
れ
ま
す
。

落
選
の
場
合
も
、
そ
の
旨
の
通

知
が
あ
り
ま
す
。

【
あ
て
先
】

〒
６
７
０-

０
９
６
４

姫
路
市
豊
沢
町
１
３
５

姫
路
大
同
生
命
ビ
ル
７
階

姫
路
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
爆
笑
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

in

さ
よ
う
」
係

■
応
募
締
め
切
り

６
月
４
日
（
水
）
必
着

■
主
催　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
・

姫
路
支
局
、
姫
路
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
、
佐
用
町

南
光
坊
南
光
亭

み
ん
な
で
落
語
を
聴
き
に
い
こ
う

●
お
問
い
合
わ
せ南

光
坊
瑠
璃
寺

☎
77
・
０
４
５
０

　
　
　
　
　
　

南
光
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
78
・
０
１
２
３

海原はるか・かなたさん芋洗坂係長さん

桂　南光さん

桂　こごろうさん桂　雀五郎さん

■
日
時　

５
月
17
日
（
土
）

開
場
／
午
後
６
時

開
演
／
午
後
６
時
30
分

■
会
場　

南
光
坊
瑠
璃
寺

（
佐
用
町
船
越
）

■
入
場
料　

２
、０
０
０
円

　

※
当
日
は
５
０
０
円
増

■
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

南
光
坊
瑠
璃
寺

南
光
文
化
セ
ン
タ
ー

各
支
所
地
域
振
興
課
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救命士からの

ワンポイントアドバイス
　今回は

　　　感染防止について

応急手当を行うことによって、救助者が肝炎やエイズ
などに感染する危険性は極めて低いと考えられています
が、ゼロではありません。助けに行ったが病気になった
のでは困ります。そこで、今回は感染防止のポイントに
ついてお知らせします。

１　傷病者を発見すれば
　家族や親しい人を除き、見ず知らずの人は、何らか
の感染症にかかっているものとして考えてください。

２　手当を始める前に予防策
　傷病者に接触する前に予防策をとりましょう。
・血液が付かないように、
　ビニール製またはゴム
　製の手袋をします。無
　ければビニール袋でも
　代用できます。
・マスク、ゴーグルがあ
　れば使います。タオル
　を巻いて自分の鼻と口
　をふさぐ方法もありま
　す。
・人工呼吸用の感染防護具があれば使います。

３　応急手当のとき
・血液、おうと物には決して、直接触れないようにし
　ます。
・感染防護具がなく、人工呼吸がためらわれる場合は
　胸骨圧迫 ( 心臓マッサージ ) のみ行います。
・もし、血液などに触れてしまった場合は、すぐに手
　当を交替して、水道水とせっけんで洗います。
４　救急隊に引き継いだ後
・手洗いや、洗顔、うがいを十分行います。

●お問い合わせ　　消防署　☎８２－３８７２

救急ミニ知識
傷病者の顔に直接触れず、人工呼吸ができる使

い捨ての感染防護具 ( 一方向弁付感染防止シート、
人工呼吸用ポケットマスク ) は、小型軽量で便利な
道具です。薬局などで販売されています。道具です 薬局などで販売されています

春
の
農
繁
期
を
迎
え
、
田
植
え

の
準
備
で
ト
ラ
ク
タ
ー
・
田
植
機

な
ど
農
機
具
を
使
用
す
る
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
に
慣
れ
て

い
る
作
業
で
も
、
転
覆
や
接
触
事

故
が
起
こ
ら
な
い
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
事
故
の
な
い
こ
と
が
一
番
で

す
が
、
万
一
の
事
故
や
災
害
の
補

償
に
「
農
機
具
損
害
共
済
」
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
ご
契
約
は
新

調
達
価
格
で
、
１
台
あ
た
り
10
万

円
か
ら
１
、０
０
０
万
円
の
範
囲

（
中
古
で
購
入
し
た
も
の
は
、
購

入
価
格
が
限
度
）で
ご
加
入
で
き
、

掛
金
は
共
済
金
１
万
円
当
た
り
40

円
で
す
。

ま
た
、「
建
物
共
済
」
も
随
時

受
付
し
て
い
ま
す
。

「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
農
機
具
損
害
共
済
」

ら
く
ら
く
負
担
で
ワ
イ
ド
な
補
償

お
す
す
め
し
ま
す　

農
機
具
の
保
険

79
・
２
９
８
３　

簡易型の
　　　感染防護具

ビニール袋を使った止血

空
き
巣
に
ご
用
心

オ
ー
ル
ロ
ッ
ク
運
動
を
推
進
中

行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
家
を
あ
け
が

ち
に
な
る
こ
の
時
期
、
住
宅
に
侵

入
し
て
物
が
盗
ま
れ
る「
空
き
巣
」

や
「
忍
び
込
み
」
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

佐
用
警
察
署
で
は
、
こ
の
よ
う

な
被
害
を
防
止
す
る
た
め
「
佐
用

オ
ー
ル
ロ
ッ
ク
運
動
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

空
き
巣
な
ど
の
侵
入
盗
の
ほ
と

ん
ど
は
、
か
ぎ
を
こ
じ
開
け
る
の

に
５
分
以
上
か
か
る
と
、
犯
行
を

あ
き
ら
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。被

害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
次

の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
外
出
す
る
と
き
や
、
就
寝
の
際

に
は
、
必
ず
玄
関
や
勝
手
口
の
か

ぎ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
補
助

錠
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

■
玄
関
や
勝
手
口
な
ど
に
は
、
防

犯
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
な

ど
、防
犯
設
備
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

■
不
振
な
人
や
車
を
見
か
け
た
と

き
は
「
１
１
０
番
通
報
」
を
し
ま

し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ　

佐
用
警
察
署　

☎
82
・
０
１
１
０
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    ５月   May   皐月     　  　６月   June   水無月

５
月
に
な
り
、
新
緑
の
風
薫

る
心
地
よ
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。

　

子
ど
も
と
外
へ
出
か
け
る
機

会
も
増
え
ま
す
ね
。
タ
ン
ポ
ポ

や
シ
ロ
ツ
メ
草
を
摘
ん
で
、
首

飾
り
や
か
ん
む
り
を
編
ん
だ
り
、

チ
ョ
ウ
チ
ョ
や
ト
ン
ボ
を
追
っ

か
け
た
り
、
ア
リ
が
一
生
懸
命

え
さ
を
運
ぶ
よ
う
す
を
じ
っ
と

観
察
し
た
り
、
ま
た
、
水
辺
に

行
け
ば
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
や

カ
エ
ル
、
サ
ワ
ガ
ニ
を
お
そ
る

お
そ
る
つ
か
ん
だ
り
…
。
と
き

に
は
空
を
見
上
げ
て
雲
の
形
を

楽
し
ん
だ
り
、
星
を
見
た
り
す

る
の
も
い
い
も
の
で
す
。
あ
げ

た
ら
き
り
が
な
い
く
ら
い
子
ど

も
に
と
っ
て
自
然
は
、
知
識
の

宝
庫
で
あ
り
、
自
然
の
中
で
遊

ぶ
こ
と
で
、
驚
き
や
感
動
を
体

験
し
ま
す
。

　

親
と
子
ど
も
が
同
じ
空
間
で

同
じ
時
間
を
過
ご
し
、
感
動
を

共
有
で
き
る
の
は
、
何
事
に
も

か
え
が
た
い
幸
せ
な
こ
と
で
す
。

見
て
、
触
っ
て
、
感
じ
て
匂
っ

て
、
か
ら
だ
全
体
で
体
験
し
た

こ
と
は
、
子
ど
も
の
心
に
貴
重

な
感
覚
と
し
て
刻
ま
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
子
ど
も
が
成
長
し

て
、
あ
の
時
こ
ん
な
こ
と
し
た

な
ぁ
、
あ
ん
な
こ
と
し
た
な
ぁ

と
か
、
そ
れ
が
た
と
え
さ
さ
い

な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
親
子
で

話
せ
る
共
通
の
思
い
出
を
た
く

さ
ん
つ
く
る
こ
と
が
、
親
子
の

き
ず
な
を
深
め
る
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

親
子
で
自
然
を
楽
し
み
、
今

し
か
で
き
な
い
子
ど
も
と
一
緒

に
過
ご
す
時
間
を
大
切
に
し
た

い
で
す
ね
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　
　

   　

☎
82
・
４
１
０
８

　

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　

 　

 　

 

☎
86
・
１
１
５
３

　

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

    

☎
79
・
３
７
８
８

と
し
ょ
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
あ
そ
ば
せ
隊
」
の
お
は
な
し
会

●
日
時　

５
月
24
日
（
土
）

　

午
後
２
時
〜
３
時

●
場
所　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン

　

タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
対
象　

幼
児
・
小
学
生

●
そ
の
他　

申
込
不
要

絵
本
の
会

●
日
時　

第
２
・
３
・
５
土
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー 

ナ
ー

●
対
象　

幼
児
・
小
学
生

●
そ
の
他　

申
込
不
要

お
は
な
し
会

■
小
さ
い
人
（
５
歳
以
上
）

●
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
５
月
の
お
は
な
し

　
「
ふ
し
ぎ
な
た
い
こ
」

●
そ
の
他　

申
込
不
要

■
大
き
い
人（
小
学
３
年
生
以
上
）

●
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
３
時
〜
３
時
30
分

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー 

ナ
ー

●
５
月
の
お
は
な
し

　
「
食
わ
ず
女
房
」

●
そ
の
他　

申
込
不
要

図
書
館
も
の
づ
く
り
講
座

「
和
と
じ
本
講
座
」
参
加
者
募
集

●
日
時　

５
月
25
日
（
日
）

　

午
後 

１
時
30
分
〜

●
場
所　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン

　

タ
ー
会
議
室

●
講
師　

金
山
正
子
さ
ん

　

元
興
寺
文
化
財
研
究
所
（
奈
良
県
）

●
内
容　

和
紙
を
使
っ
て
本
を
作

　

り
ま
す
。
上
月
の
皆
田
和
紙
を

　

一
部
使
用
し
ま
す
。

●
対
象　

一
般

●
定
員　

先
着
20
人

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
申
し
込
み　

図
書
館

お
り
が
み
教
室

●
日
時　

５
月
24
日
（
土
）

　

午
後
３
時
〜
３
時
30
分

●
場
所　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン  

　

タ
ー
会
議
室

●
対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も

　
　
　
　
（
親
の
参
加
も
可
）

●
５
月
の
お
り
が
み

　
「
ゆ
う
び
ん
や
さ
ん
か
た
つ
む

　

り
」「
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
」

●
そ
の
他　

申
込
不
要

お
り
が
み
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。※色文字の日は休館日です。開館時間は午前１０時～午後６時

　 

6
月
の
巡
回
日
は

　
　
　
　
　

５
日(

木
）
で
す
。

●子育て講演会のお知らせ
■と　き　５月 28 日（水）
　　　　　午前 10 時～
■ところ　南光文化センター
　　　　　大ホール
■テーマ　子育てのコツ
　　　　～絵本とおもちゃをとおして～
■講　師　岩城　敏之さん
＊ぜひ、お子様とご一緒にお
　越しください。

自
然
の
中
は

　

宝
物
で
い
っ
ぱ
い
！
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今
回
は
平
成
18
年
４
月
、
介
護

保
険
法
改
正
で
新
し
く
始
ま
っ
た

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
「
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

介
護
認
定
を
受
け
た
認
知
症
や

一
人
暮
ら
し
の
か
た
、
ま
た
高
齢

者
世
帯
な
ど
、
声
か
け
や
見
守
り

が
必
要
な
か
た
に
と
っ
て
、
最
適

な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
１
日
24
時

間
、
毎
日
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

ま
す
。
し
か
も
、
同
じ
顔
ぶ
れ
、

見
慣
れ
た
同
じ
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ

て
、
同
じ
場
所
で
介
護
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
費
用
は
介
護
の
度
合
い

に
よ
っ
て
定
額
制（
食
費
は
実
費
）

で
、
次
の
３
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
組

み
合
わ
せ
て
利
用
で
き
ま
す
。
ま

た
、
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
、

福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル
、
福
祉
用
具

購
入
、
住
宅
改
修
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
は
、
従
来
ど
お
り
利
用
で
き
ま

す
。

日
帰
り
の
通
所
サ
ー
ビ
ス

　

時
間
帯
は
施
設
に
よ
り
決
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
相
談
に
よ
っ
て
、

早
朝
か
ら
夕
方
ま
で
利
用
可
能
と

な
り
ま
す
。

訪
問
サ
ー
ビ
ス　
　

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
か
な
い
日

は
、
訪
問
や
電
話
に
よ
る
声
か
け

や
安
否
確
認
、
食
事
の
提
供
や
服

薬
管
理
、
買
物
や
掃
除
、
外
出
援

助
（
公
的
機
関
へ
の
手
続
き
や
申

請
、
預
貯
金
の
出
し
入
れ
補
助
、

通
院
介
助
）
な
ど
、
時
間
帯
を
問

わ
ず
利
用
で
き
ま
す
。

泊
ま
り
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

　

家
族
が
自
宅
で
介
護
で
き
な
い

と
き
や
、
介
護
疲
れ
、
急
病
、
冠

婚
葬
祭
な
ど
の
と
き
は
、
泊
ま
り

を
利
用
で
き
ま
す
。

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た
が

利
用
で
き
、
利
用
す
る
場
合
は
町

へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

町
内
の
「
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
事
業
所
」
は
次
の
と
お
り

で
す
。（　

）
内
は
登
録
定
員
。

○
い
こ
い
の
家
三
河
（
24
）

　

上
三
河
１
２
７

　
　
　
　
　

☎
77
・
０
９
６
０

○
や
す
ら
ぎ
の
家
さ
よ
う
（
25
） 

　

佐
用
２
８
３
８
｜
２

　
　
　
　
　

☎
82
・
２
６
５
８

○
サ
ン
ホ
ー
ム
み
か
づ
き

　
　
　
　
　
　

志
文
の
里
（
25
）

　

志
文
５
１
５

　
　
　
　
　

☎
79
・
３
１
４
５

　

こ
の
ほ
か
、中
安
地
区
（
米
田
）

に
１
か
所
、
平
成
20
年
秋
ご
ろ
完

成
予
定
で
す
。

●大人向けの本
　Ｗｉｎｄｏｗｓ　ＸＰ／Ｖｉｓｔａ究極の環境設
　定テクニック　－ウィンドウズをもっと速く、さらに賢く、
　　　より安全に使うための上級活用テクニック
　　　　　　　　飯島弘文／著　メディア・テック出版
　校正作陽誌　上・中・下
　　　　　　　　長尾隼人勝明／編纂　仁科照文堂
　猛女とよばれた淑女　－祖母・斎藤輝子の生き方
　　　　　　　　　　　　　斎藤由香／著　新潮社
　事典・日本の観光資源　－○○選と呼ばれる名所 15000
　日外アソシエーツ株式会社／編　日外アソシエーツ
　ニッポン地下観光ガイド　
　　　　　　　　　小島健一／ほか著　アスペクト
　ルポ貧困大国アメリカ　堤　未果／著　岩波書店
　「民主主義」を疑え！　　　徳岡孝夫／著　新潮社
　日本を救うインド人　　　島田　卓／著　講談社
　私の老い構え　－元気に老いる女の十六章
　　　　　　　　　　　　　　樋口恵子／著　文化出版局
　宇宙に知的生命体は存在するのか　
　　　　　　　　　　　佐藤勝彦／編著　ウェッジ

　
　骨から見る生物の進化　ジャン＝バティスト・ド・
　　　　　　　　パナフィユー／著　河出書房新社
　なげださない　　　　　　鎌田　実／著　集英社
　そのブログ！「法律違反」です　－知らなかったでは
　　　すまない知的財産権のルール　
　　　前岨　博／著　ソフトバンククリエイティブ
　宮大工西岡常一の遺言　　山崎佑次／著　彰国社
　真空管アンプ・スピーカー作りを楽しむ　－手作り
　　　の音に包まれる至福の時　
　　　　　　　　　森川忠勇／ほか著　技術評論社
　誰でもできる手づくり酢　
　　　　　　　　永田十蔵／著　農山漁村文化協会
　真像残像　－ぼくの写真人生　
　　　　　　　　　田沼武能／著　東京新聞出版局
　高麗茶碗　－茶人に愛された名碗の誕生　
　　　　　　　　　　　　　　谷　晃／著　淡交社
　松本清張への召集令状　森　史朗／著　文芸春秋
　游子　－歌集　　　　　　本多　稜／著　六花書林
■あなたの余命教えます　　幸田真音／著　講談社
▲やる気のない刺客　－町医北村宗哲　
　　　　　　　　　　　　佐藤雅美／著　角川書店
★みにくいあひる　　　　谷村志穂／著　文芸春秋
★そろそろ旅に　　　　　松井今朝子／著　講談社
■菜種晴れ　　　　　山本一力／著　中央公論新社
▲論理と感性は相反しない
　　　　　　　　　　山崎ナオコーラ／著　講談社
　いつか眠りにつく前に　
　　　　スーザン・マイノット／著　河出書房新社
　転生夢現　上・下　　　   莫言／著　中央公論新社

▲は図書館と上月図書室に、★は図書館と南光図書
室に、■は図書館と三日月図書室にあります。

2008.3.19 ～ 2008.4.18 受け入れ分の一部

 

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
わ
が
家
で
暮
ら
す
た
め
に

お
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
87
・
８
０
２
０
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南光歯科保健センター
◆予約受付　土・日・祭日を除くいずれも午前
　　　　　  ８時 30 分から午後５時 30 分まで
◆診察日　毎週木曜日と金曜日午前９時
　　　　　 から午後５時まで
◆歯科衛生指導日　
　土・日・祭日を除く午前９時から午後５時
　佐用町下徳久 1005 番地 1（南光文化センター内）
　　　　　☎７８ １１８０（いい歯を）

　近年、ライフスタイルの多様化に伴い、食生活や
食環境の変化、また「食の大切さ」への意識が低下し、
健全な食生活が失われつつあります。
　代々受け継がれる「家庭の味」も、核家族化が進
み、伝承が困難になりつつあります。また、食を通
じて健康を考える意識や機会も薄れている状態です。
そのような中、地域ぐるみで『食』に対する取り組
みが必要になっています。
　佐用町いずみ会では、「私たちの健康は、私たちの
手で !!」を合い言葉に、わが町を愛し、お向かいさん、
お隣りさんと声をかけあいながら、食を中心にした
健康づくりをめざして、ボランティア活動をしてい
ます。

＊活動の内容
【食育推進活動】幼児期からの規則正しい食生活、朝
食の大切さなどを伝えるため、町内の保育園へ出向
き、健康な体とこころを育むことを願って活動して
います。

【調査協力】環境へ関心を持ち、水生生物実態調査
への協力をしています。
【地域での活動】ママプラザとの連携、集落での活
動など、さまざまなところへ出向いています。
　その他、会員相互の研修会なども行っています。
　会員の高齢化が進んでいますが、貴重な経験を生
かし、次世代への食文化をつなぐ担い手として、重
要な役割があります。
　今後、食育活動はもちろん、地産地消を踏まえた
日本型食生活のすすめ、郷土料理の伝承、また地域
生産者や地域住民との交流を図り、食と健康を中心
とした人の輪を広げていきたいと考えています。

～いずみ会会員募集～
　食を通じて、健康を考えるボランティア活動に興
味はありませんか？「食の大切さ」を伝えていくた
めに、地域で共に学び、共に活動できる会員を募集
しています。●お問い合わせ　健康課☎８７－８０２０

　　　　　　　　　健全な食生活を考えよう !!

食生活改善推進団体　佐用町いずみ会　
　　　　　　～健康づくりのお手伝い～

★献血のお願い★

５月１９日（月）
　  ■場　所　役場本庁舎

      ■時　間　９：３０～１２：００
                       １３：００～１５：３０

 　■お問い合わせ　
　 　　健康課　　☎８７ ８０２０

　献血にあわせて　「骨髄バンクドナー登録会」を開催

　全国のドナー登録者数は、今年の 1月に 30 万人に達しました。
　これによって、骨髄移植を望む多くの患者さんに、適合ドナー
が見つかりやすくなりましたが、まだまだ不足しています。
　そこで、今月は役場本庁で開催される献血にあわせて、ドナー
登録会を開催します。一人でも多くの患者さんを救うためには、
たくさんのドナーが必要です。ぜひご協力ください。

■開催日・受付時間・場所　右の表「献血のお願い」のとおり
（ドナー登録は、受付時間内に随時行います。手続きに少し時間
がかかりますのでお早めにお申し出ください）

■ドナー登録できるかた
○骨髄提供の内容を十分に理解しているかた
○年齢が 18 歳以上、54 歳以下で健康なかた
○体重が男性 45kg 以上／女性 40kg 以上のかた

　ドナー登録に必要な時間は約 20 分です。受付ではドナー登録
に関する説明と申し込み手続きを行います。
　ドナー登録について詳しいことは下記ホームページをご覧くだ
さい。
　骨髄移植推進財団　http://www.jmdp.or.jp/

●あなたにできる　もうひとつのこと

●お問い合わせ　健康課　☎８７ ８０２０
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　★すくすく健康相談
　　　　　 　　　（平成 19年 11月生まれ）
　　　５月９日（金）13：30 ～

★ヨチヨチ健康相談　  （平成 19 年 5月生まれ）
　　５月１６日（金）13：30 ～

★４か月児健診（平成 20年 1月生まれ）
　　５月２６日（月）13：30 ～

★３歳児健診（平成17年3月～平成17年4月生まれ）
　　５月２８日（水）13：00 ～

★０歳児クラス（２か月～１歳未満）
　　６月２日（月     ２か月～６か月児　      10：00 ～ 11：30
　　　　　　 　   　7か月～１歳未満児   10：30 ～ 12：00

★ぱくぱく離乳食教室（すくすく健康相談後～ 1歳 5カ月未満）
　　６月６日（金）10：00 ～
※いずれも場所は上月保健福祉センター

　

　今月は、３歳児健診の内容をお知らせします。
〔身体計測〕
　身長・体重・胸囲・頭囲を測り、身体のバランス
をチェックします。また、尿検査も行い、腎臓機能
などをみます。
〔問診〕
　耳と目のアンケートから、聴力と視力についてお
聞きします。また、問診票をもとに①走ることがで
きるか、②自分の名前が言えるか、③○をかけるか、
④友だちと遊べるかなど、３歳児の心身の特徴的な
成長を確認しています。積み木や、絵を描いたり、
はめ板をしたりしながら、人とのやりとりができる
かを確認し、保護者が普段から気になることや、不
安に思っていることの相談に応じています。待って
いるときの子どものようすから、親子や友だちとの
かかわり方、また、歩き方や身体の使い方なども見
ています。
〔歯科健診・相談〕
　３歳からは、むし歯が増える時期なので、口腔内
の状態をしっかり見ます。歯みがき指導と、希望者

にはフッ素塗布をしています。
〔栄養相談〕
　発育が盛んな時期なので、成長の基になる栄養が
大変重要になります。普段の食事、おやつ、飲みの
物の摂りかたや食欲、偏食などについてお聞きし、
栄養士が食事、栄養などについて相談に応じます。
〔心理士の相談〕
「ことばが出にくい」「人前が苦手」などの悩みや、
育児、親子関係で、不安をお持ちの保護者の相談に
応じます。
〔内科診察〕
　小児科医師によって、全身状態や、皮膚の状態、
神経学的発達、運動発達などを診察します。

　以上、先月から、子どもの健診についてお知らせ
しました。子どもは、心身共に成長の著しい時期に
あります。だからこそ、発達が顕著な時期の「節目
の健診」はとても大切です。将来、本町を担う子ど
もたちが、健やかに成長するためにも、ぜひ「１歳６ヵ
月児健診・３歳児健診」を受けましょう。

赤ちゃんとママの行事佐用健康福祉事務所

行事カレンダー（５月 10 日～６月９日分）

●デイ・ケア (精神障がい者社会復帰訓練事業 )
　５月 13 日（火）13：30 ～ 15：30
●犬の引き取り
　　     14 日（水）10：00 ～ 10：30
●アルコール相談（要予約）
　　     15 日（木）13：30 ～ 15：30
●専門的栄養相談（要予約）
　　     20 日（火）10：00 ～ 11：30
●デイ・ケア (精神障がい者社会復帰訓練事業 )
　　     22 日（木）13：30 ～ 15：30
●思春期精神保健相談
　6月   ５日（木）14：00 ～ 16：30
    ※いずれも場所は佐用健康福祉事務所

●お問い合わせ　
　　佐用健康福祉事務所　☎８２－２６２１

携帯電話でもご覧いただけます。
　ＱＲコード対応の携帯電話のカメラで、右のＱＲ
コードを読み込んで町ホームページアドレスに接続し
てください。
※詳しい撮影方法は各携帯電話の取り扱い説明書をご確認ください。

　子どものための健診です
　　　　　　＜３歳児健診＞
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明るく楽しい話題がありま
したらまちづくり課までお
知らせください。

●まちづくり課
　　　☎８２－０６６４

三日月地域の真宗大橋付近に、こ
のほど、恒例の「こいのぼり」が設
置されました。
これは、毎年４月上旬から６月上
旬にかけて、地域の子どもたちが元
気に育ってくれるようにと、集落の
有志の皆さんが設置しているもの
で、今年で 11 年目を迎えます。
やさしい春の風になびくその姿

は、まるで志文川を泳ぐ鯉の群れの
ようで、通りすがりや地域の人たちの目を楽しませていました。

子どもたちの成長を願って－真宗集落有志でこいのぼり  －

　４月９日、南光地域のプチマルシェ徳久店の駐車場で、佐
用郡交通対策協議会主催の交通安全決起集会が行われまし
た。
　これは、春の交通安全週間に合わせて、交通安全の意識の
向上のために行われたものです。会場には、たくさんの関係
者が集まり、高齢者を代表して、町老人クラブの竹花旦治会
長（福吉）や、企業を代表して佐用郡経営者協会の安岡好光
会長（上町）が、交通事故撲滅に向けた決意表明を行いまし
た。そのほか、佐用警察署による交通安全○×クイズが行わ
れ、楽しい雰囲気の中で交通安全意識の向上が図られました。
　集会終了後は、会場と三日月地域の国道１７９号線沿いの
２か所で、街頭キャンペーンが行われ、ドライバーなどに対
し、交通ルールの遵守と安全運転を呼びかけました。

明るくきれいな駅舎に －佐用高校生徒会役員と有志  －　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　佐用高校の生徒会役員（会長：船曳潮さん）と有志の計
１０人が、このほど、ＪＲ佐用駅とその周辺の清掃などを行
いました。
　これは、生徒会活動の一環である「クリーンアップ作戦」
で実施されたもので、参加した皆さんは、待合室屋根にある
ガラスを磨いたり、床を清掃したりと、さわやかな汗を流し
ました。
　船曳生徒会長は「毎日多くの生徒が駅舎を利用しているの
で、お礼の気持ちを込めて清掃しました。今後も、出来るこ
とは実践していきたい」と話してくれました。
　生徒会ではこのほか、カーブミラーの清掃や、佐用小学校
児童と合同で清掃活動なども行っています。

交通ルールの遵守を　－ 決起集会と街頭キャンペーン －

　日ごろの感謝の気持ちを込めて

　　　大空を泳ぐこいのぼりの姿

ドライバーに安全運転を呼びかけました
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　弦谷集落の山ぎわにある「かたくりの花群生地」がこのほど
開園し、今年も多くのファンが訪れました。かたくりはユリ科
の花で、昔から野草として生息していましたが、今ではとても
貴重な植物です。
　かたくりの花は、薄紫色のかれんな花で、天気の良い日は、
その花びらを開きますが、それ以外は、花びらを閉じてしまう
特性をもっています。この地を訪れた人たちは、斜面一面に咲
くかたくりの花を観賞し、春のひとときを楽しんでいました。
　群生地を管理している西平照六さん（広山）は、「毎年多く人
が訪れてくれ、固定ファンも多い。ファンの皆さんが送ってく
ださる写真やビデオは私の宝物。今後もたくさんのカタクリを
咲かせ , 町の観光振興につなげたい」と話してくれました。
　※かたくりの花は、裏表紙に掲載しています。

地域防犯拠点が装いをあらたに  － 平福駐在所が改築移転 －

　４月１日、朝霧園で、藤木貞子さん（上長尾）がひとり芝
居「笠子地蔵」を披露しました。
　藤木さんは、町内にある医療機関や福祉施設などを定期的
に訪問し、さまざまな催しで、地域の人たちとふれあいと交
流を進めています。今回も、手作りの道具で芝居を行ったり、
歌を歌ったりと、施設利用者の皆さんと楽しそうに交流して
いました。
　演技終了後、藤木さんは「皆さんの笑顔が見れることが本
当にうれしい。皆さんの笑顔が私の原動力。今後も続けてい
きます」と話してくれました。

思いやる心で広がる地域の輪  － 朝霧園でひとり芝居  －

　このほど、平福駐在所の改築移転工事が終わり、装いをあ
らたに開所しました。
　平福地区は、かつては宿場町として栄え、昔からの雰囲気
を残す地域として有名です。昭和 58 年から、地域と行政が
一体となり、旧因幡街道に残る古い家屋などの町並み保存事
業を実施してきました。この町並みをひとめ見ようと、たく
さんの観光客が訪れます。
　新しくなった駐在所は、木造瓦ぶきの和風なつくりで、「宿
場町平福」の町並みの雰囲気と調和したデザインとなってい
ます。この駐在所に勤務する小寺秀幸巡査長は、「地域とのふ
れあいを大切にし、安全で安心な地域となるよう、がんばり
ます」と語ってくれました。

多くのファンが集まる    － 弦谷集落　かたくりの花群生地　 －

施設利用者も共演し、楽しく過ごしました

かたくりの花を楽しむ人たち

新しい駐在所と小寺巡査長
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４月 20 日現在（　）内は前月比

お誕生おめでとう
３月 21 日から４月 20 日届出分　敬称略

お悔やみ申し上げます

５月上旬～６月上旬

人のうごき
３月 21 日から４月 20 日届出分　敬称略

人　口　２０，９１１人（－９６）
　　　　　男 　９，９９１人   （－４８）
　　　　　女 １０，９２０人   （－４８）

　世帯数　　７，３３８戸（－　９）

　4月中の移動
      出生　１２人　死亡 　２６人
      転入　６８人　転出 １５０人

月
日
曜
日 内　　容 場　　所 時　間

7 水 特設人権・登記相談所 三日月文化センター 13：00 ～ 16：00

8 木
高年大学南光教室 南光文化センター 10：30 ～
特設人権・登記相談所 役場上月支所 13：00 ～ 16：00

9 金 特設人権・登記相談所 南光文化センター 13：00 ～ 16：00

14 水
特設人権・登記相談所 佐用町保健センター 13：00 ～ 16：00
福祉相談 三日月福祉拠点施設 13：30 ～ 16：00

15 木 高年大学佐用教室 さよう文化情報センター 10：00 ～
17 土 南光坊南光亭 南光坊瑠璃寺 18：30 ～
19 月 献血 本紙 22 ページをご覧ください
20 火 高年大学三日月教室 三日月文化センター 10：00 ～

21 水

高年大学上月教室 上月文化会館 10：00 ～

行政相談

役場本庁舎２階相談室

13：00 ～ 15：00
役場上月支所１階相談室
南光文化センター会議室
三日月文化センター会議室

26 月 弁護士相談 久崎老人福祉センター 13：00 ～ 15：30

　西播磨各市町のイベント情報で
す。ぜひお立ち寄りください。
【相生市】
相生ペーロン祭
■花火大会日時
　日時　６月７日（土）
　午後７時 30 分～午後９時
■ペーロン競漕・パレード
　日時　６月８日（日）
　午前９時 30 分～午後４時
■場所　相生湾特設会場
■内容　播州に初夏を告げる一大イ
　ベント。７日（土）は、約５，０００
　発の花火が打ち上げられる海上花
　火大会が開催されます。
　　８日（日）は、ドラと太鼓のリ
　ズムに合わせたペーロン競漕。水
　しぶきをあげて進む勇壮な競漕を
　ご覧ください。
■お問い合わせ
　相生市産業振興課
　☎０７９１－２３－７１３３
【赤穂市】
赤穂しおばなまつり
■日時　６月１日（日）
■場所　JR 播州赤穂駅前から赤穂
　城跡に至る中心市街
■内容　歩行者天国のストリート・
　舞台イベント、地場産品コーナー
　など、商工業者とのふれあいまつ
　りです。
■お問い合わせ
　赤穂商工会議所
　☎０７９１－４３－２７２７
【上郡町】
まちづくりふれあいウォーク
■日時　５月 18 日（日）
　午前９時 30 分～正午（小雨決行）
■場所　竹万公民館ほか
■内容　竹万地区に新しくできた公
　園に、楽しむことを目的に、ふれ
　あいウォークを実施します。
■参加募集人数　３００人
■申し込み期限
　５月９日（金）午後５時まで
■お問い合わせ
　上郡町役場建設課
　☎０７９１－５２－１１１７

－西播広域情報－
七  都  物  語
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　平成 21 年度から平成 23 年度を
事業期間とする第 4 期介護保険事
業計画の策定や、町の介護保険事業、
地域包括支援センターの運営に携
わっていただく委員を募集します。
■募集人員　町内に住所を有する
　① 40 歳から 64 歳までのかた

② 65 歳以上のかた
①②とも若干名。任期は３年間
申し込み多数の場合は選考あり

■申し込み方法
5 月 20 日（火）までに、健康課

へ電話、または直接お申し込みくだ
さい。
■申し込み・お問い合わせ
健康課　☎８７－８０２０

技術海曹（大学 ･短大・高専卒の
部）・航空学生・２等陸海空士を募
集します。
■対象者
・技術海曹大学・短大・高専卒の部
20 歳以上の者で工科系大学、短
大、高専卒（見込み含）の人
・航空学生
高卒（見込み含）21 歳未満の人

・２等陸海空士（男性・女性）
18 歳以上 27 歳未満の人
■受付期間
・技術海曹
５月７日（水）～ 23 日（金）

・航空学生
８月１日（金）～９月 10 日（水）

・２等陸海空士（男性）
年間通じて受付しています。女性
は最寄りの地方協力本部へお問い合
わせください。
■試験日
・技術海曹　６月 30 日（月）
・航空学生　
１次９月 23 日（火）
 2 次 10 月 18 日（土）～ 23 日（木）

・２等陸海空士（男性・女性）
受付時にお知らせします。

■お問い合わせ　
自衛隊相生地域事務所
☎０７９１－２３－２７５０

　新規学校卒業者を対象とする求人
申し込み手続きや、採用選考の留意
点などについて、事業者向け説明会
が下記のとおり開催されます。
■日時　６月 11 日（水）
　午後２時～午後３時 30 分
■場所　龍野経済交流センター
　たつの市龍野町富永７０２－１
　☎０７９－１６３－４１４１
■対象者　龍野所管内事業所の事業
　主及び人事担当者
■内容　学卒求人申し込み手続き、
　採用選考にかかる留意点などにつ
　いて説明
■お問い合わせ
　ハローワーク姫路　学卒部門
　☎０７９－２２２－４４３５

　人事院では、見出しの試験を次の
とおり予定しています。
■職種　行政事務、税務、機械、土
　木、林業
■受験資格　
　昭和 62 年４月２日～平成３年４
月１日までに生まれた人
■申込受付期間
　６月 24 日（火）～７月１日（火）
■第１次試験日
　９月７日（日）
■試験地　京都市、福知山市、大阪
　市、神戸市、奈良市、和歌山市、
　田辺市
■申し込み用紙など
　申し込み用紙や、受験案内は５月
12 日（月）から配布されます。（郵
便で請求可能。詳しくは下記まで）
■お問い合わせ
　人事院近畿事務局
　☎０６－４７９６－２１９１
　URL：http://www.jinji.go.jp/kinki/

新規学校卒業者
求人説明会の開催

国家公務員採用Ⅲ種
試験日程

６月２日（月）です

 軽自動車税の
納期限は

―  今月の納税相談日   ５月 26 日（月）―
受付時間：午前 8時 30 分～午後 5時
受付場所：役場本庁舎　税務課
災害・盗難・疾病・失業や廃業など

によって納期限までに町税が納められ
ない場合は、納税相談に応じます。

●お問い合わせ

　税務課収納係　☎８２ ０６６２

※納期限を過ぎた場合は、督促状
を発行します。
また、納期限から納付日までの

延滞金（年率 14.6％）も納めて
いただくことになります。

佐用町介護保険運営協議会
委員を募集します

自衛隊員を募集します

Information



人気者「土星」 
　５月になると、夜空は春
の星座で満たされて、頭上
に しし座を見つけることが
できます。一等星は獅子の
胸に当たる部分に輝くレグ
ルスですが、そのすぐ側に
は土星がより明るく輝いて
います。 
　土星は、観望会の人気ナ
ンバー１の天体で、あまり
の迫力に食い入るように見る人もいます。人気の秘密は
なんといっても土星の輪。しかし、輪は地球から見て、
年々、細くなっていく期間にあたっていて、今年は細く
とがった印象を受けます。2009 年前後には、輪をほと
んど真横から見る位置に地球がやってきます。その時期
には、輪の目立たない不思議な土星を楽しむことができ
るでしょう。そのチャンスは、約 15 年の周期でやって
きます。
　　　　　　　西はりま天文台　嘱託研究員　飯塚 亮 
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天文クイズ
土星を英語でいうと？ 
　(1) サターン　(2) デビル　(3) デーモン 

先月号の答え 
　(1) 謎であることの意味を込めて

【応募方法】はがきまたはFAX・ﾒｰﾙで住所、氏名、年齢、電話番号、答えを
記入し役場まちづくり課まで送ってください。正解者のなかから抽選で３人
のかたに景品を送ります。なお、発表は景品の発送をもって当選者のかたに
お知らせします。

お散歩と電車をこよなく愛する２歳児です。「こまち
（秋田新幹線）に乗りたい」と目標を立てて、毎日歌っ
てますが、さて、いつ夢がかなうのかな？（笑）これ
からも元気で、色々な体験をしてほしいと思います。
いつも笑顔でいれますように。　　　　　父・母より

　地域のさまざまな人たちの力によって、町内各地で美し
い花が満開となり、多くの人たちの目を楽しませてくれま
した。

　まちは春の花でいっぱい

桜（笹ケ丘公園）

もくれん（中上月）
しだれ桜（漆野）

かたくり（弦谷）
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号
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今年3月になゆた望遠鏡で
撮影した土星

■編集・発行 /佐用町役場 広報委員会　〒 679-5380　兵庫県佐用郡佐用町佐用 2611 番地 1 ☎ 0790-82-2521( 代 )
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三日月支所：  ☎ 0790-79-2001( 代 )　FAX 0790-79-3633

FAX 0790-82-0131
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